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魅
力
あ
ふ
れ
る
生
演
奏
バ
ン

ド
「
テ
イ
ク
・
ワ
ン
」
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
津
軽
三
味
線

の
演
奏
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
12
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
３
〜
６
時

▽
場
所
　
旧
鯉
の
ぼ
り
図
書
館

　
　
　
　（
牛
窓
町
鹿
忍
）

▽
参
加
費
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
出
射
さ
ん

　
　
０
９
０
―
４
８
９
７
―
８
６
９
２

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
普
及
啓
発
促
進
月
間
の
10
月

に
、
瀬
戸
内
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
名
越
一
博
理
事
長
）

は
、
市
内
３
カ
所
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
邑
久
、
長
船
、
牛
窓
に
あ
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
３

事
業
所
で
は
、
36
人
の
会
員
が

朝
早
く
か
ら
集
合
。

　
病
院
や
資
料
館
な
ど
市
内
の

公
共
施
設
を
中
心
に
草
刈
り
や

剪
定
作
業
な
ど
を
手
際
よ
く
行

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
就
業
機
会
拡
大
の

チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
普
及

啓
発
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
「
普
段
や
っ
て
い
る
自
分
た

ち
の
仕
事
で
、
地
域
の
人
た
ち

に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
」「
地
域
の
皆
さ
ん
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を

少
し
で
も
理
解
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
思
い
で
、
毎
年
市

内
各
所
で
こ
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
仕
事
の
相
談
や
シ
ル
バ
ー
事

業
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　（
社
）瀬
戸
内
市
シ
ル
バ
ー
人

　
材
セ
ン
タ
ー

　
　
０
８
６
９
―
２
４
―
０
４
６
７

生
バ
ン
ド
で
ク
リ
ス
マ
ス
！

瀬
戸
内
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
市
内

各
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

編
集
後
記

▼
子
ど
も
の
こ
ろ
に
比
べ
て
、
大

人
に
な
る
と
一
日
が
過
ぎ
る
の
を

早
く
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
　
一
説
に
よ
れ
ば
、
年
齢
と

共
に
新
陳
代
謝
が
弱
ま
り
、
体
内

時
計
も
そ
れ
に
準
じ
て
ゆ
っ
く
り

と
進
む
よ
う
に
な
る
こ
と
が
原
因

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
年
の

瀬
の
慌
た
だ
し
い
こ
の
時
期
、
少

し
で
も
運
動
な
ど
を
し
て
体
を
動

か
し
て
い
れ
ば
、
代
謝
は
回
復
す

る
そ
う
で
す
。
結
果
と
し
て
体
内

時
計
が
早
く
な
り
、
時
間
が
ゆ
っ

く
り
感
じ
る
か
も
…
　
　
　
利
光

　▼
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
に
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
が
出
展
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
し
た
。
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
な
の
に
６
速
Ｍ
Ｔ
。

そ
う
そ
う
、
こ
う
い
う
の
が
欲
し

か
っ
た
ん
よ
な
ぁ
。
で
、
お
値
段

は
と
い
う
と
…
。「
環
境
に
優
し

い
か
ら
、
わ
が
家
に
も
」
な
ん
て

言
っ
た
ら
殺
さ
れ
か
ね
ん
な
、
こ

り
ゃ
。
▼
自
分
の
周
り
で
も
エ
コ

カ
ー
を
見
掛
け
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
瀬
戸
内
市
の
豊
か
な

自
然
を
残
す
た
め
に
も
早
く
普
及

が
進
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
ナ
ベ

わが家の宝１歳です！

有友來瞳 ちゃん（長船町土師）

　　　平成２０年１０月２日生

☆両親　猛・裕子さん

☆両親から

　これからも元気で明るい笑顔を

たくさん見せてね

くるみ

池田隼人 ちゃん（邑久町尾張）

　　　平成２０年６月２７日生

☆両親　朋由・祐子さん

☆両親から　

　いつも新しいことに挑戦してる

隼ちゃん☆　隼人の成長がとって

も楽しみです！

はやと

投稿募集中！

①イラスト・絵手紙
②短歌・俳句・詩
③１歳の赤ちゃん
④イベント案内の告知など

☆応募方法
　住所・氏名・電話番号（１歳
の赤ちゃんは写真と両親の
名前、赤ちゃんの生年月日、両
親からのひとこと）を明記の
上、はがき・ＦＡＸ・電子メール
などで市企画振興課へ送付し
てください。お待ちしています。
　匿名・ペンネーム希望の場
合は、その旨もお書きくださ
い。

☆留意点
　掲載の都合上、投稿作品をす
べて掲載できない場合がありま
す。原則として、原稿や作品は
返却しませんので、ご了承く
ださい。

■問い合わせ・応募先
　〒７０１－４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００－１
　瀬戸内市役所　企画振興課
　　０８６９－２２－１０３１
　FAX０８６９－２２－３３０４
　電子メール：
　hiroba@city.setouchi.lg.jp

短
歌

俳
句

川
柳

不
夜
城
の
フ
ェ
リ
ー
往
き
来
や
月
の
迫
戸

不
夜
城
の
フ
ェ
リ
ー
往
き
来
や
月
の
迫
戸

瓦
屋
根
煌
々
照
ら
す
浦
の
月

瓦
屋
根
煌
々
照
ら
す
浦
の
月

芋
の
露
転
げ
と
ま
り
し
葉
先
か
な
　

芋
の
露
転
げ
と
ま
り
し
葉
先
か
な
　

誰
も
ゐ
ぬ
月
の
光
や
造
船
所
　
　

誰
も
ゐ
ぬ
月
の
光
や
造
船
所
　
　

椿
の
実
持
つ
手
で
道
を
教
へ
ら
る
　
　

椿
の
実
持
つ
手
で
道
を
教
へ
ら
る
　
　

権
禰
宣
の
太
鼓
の
響
き
爽
や
か
に
　

権
禰
宣
の
太
鼓
の
響
き
爽
や
か
に
　

通
草
の
実
籠
に
飾
っ
て
道
の
駅
　
　

通
草
の
実
籠
に
飾
っ
て
道
の
駅
　
　

か
な
か
な
や
温
泉
に
く
ち
ず
さ
む
童
歌
　
　

か
な
か
な
や
温
泉
に
く
ち
ず
さ
む
童
歌
　
　

夜
寒
の
灯
こ
ぼ
す
一
間
の
庭
明
か
り
　

夜
寒
の
灯
こ
ぼ
す
一
間
の
庭
明
か
り
　

ち
ち
ろ
虫
夫
な
き
部
屋
に
目
覚
め
た
る
　

ち
ち
ろ
虫
夫
な
き
部
屋
に
目
覚
め
た
る
　

コ
オ
ロ
ギ
が
泣
い
て
初
冬
の
支
度
か
な
　
　

コ
オ
ロ
ギ
が
泣
い
て
初
冬
の
支
度
か
な
　
　

月
淡
く
孤
愁
に
切
れ
る
野
辺
の
花

月
淡
く
孤
愁
に
切
れ
る
野
辺
の
花

あ
ゝ
恵
恵
の
露
は
草
木
に
も
　
　
　

あ
ゝ
恵
恵
の
露
は
草
木
に
も
　
　
　

島
拾
い
オ
リ
ー
ブ
ロ
ー
ド
天
高
し

島
拾
い
オ
リ
ー
ブ
ロ
ー
ド
天
高
し

的
場
　
松
葉
さ
ん
（
牛
窓
町
長
浜
）

的
場
　
松
葉
さ
ん
（
牛
窓
町
長
浜
）

原
野
信
一
郎
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

原
野
信
一
郎
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

片
岡
　
光
枝
さ
ん
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

片
岡
　
光
枝
さ
ん
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

刈
屋
　
長
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

刈
屋
　
長
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

後
藤
　
靖
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

後
藤
　
靖
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
口
　
慶
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
口
　
慶
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

原
野
　
孝
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

原
野
　
孝
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

平
野
　
五
香
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

平
野
　
五
香
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

福
本
　
曙
生
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

福
本
　
曙
生
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

藤
井
　
留
女
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

藤
井
　
留
女
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

片
島
　
秋
月
さ
ん
（
長
船
町
福
岡
）

片
島
　
秋
月
さ
ん
（
長
船
町
福
岡
）

谷
口
　
正
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

谷
口
　
正
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

堤
　
　
明
子
さ
ん
（
長
船
町
磯
上
）

堤
　
　
明
子
さ
ん
（
長
船
町
磯
上
）

吉
川
　
孝
夫
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

吉
川
　
孝
夫
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

秋
た
け
な
わ
遅
れ
て
咲
い
た
曼
珠
沙
華

秋
た
け
な
わ
遅
れ
て
咲
い
た
曼
珠
沙
華

強
風
に
金
木
犀
の
散
り
果
て
て
　

強
風
に
金
木
犀
の
散
り
果
て
て
　

地
に
オ
レ
ン
ジ
の
絨
毯
と
な
る

地
に
オ
レ
ン
ジ
の
絨
毯
と
な
る

朝
霧
　
好
子
さ
ん
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

朝
霧
　
好
子
さ
ん
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

せ
　
せ
　
と

あ
け
び

あ
け
び

ゆ

　
山
本
敏
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

△

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
間
中
零
野
さ
ん

△

文
芸
コ
ー
ナ
ー

不
夜
城
の
フ
ェ
リ
ー
往
き
来
や
月
の
迫
戸

瓦
屋
根
煌
々
照
ら
す
浦
の
月

芋
の
露
転
げ
と
ま
り
し
葉
先
か
な
　

誰
も
ゐ
ぬ
月
の
光
や
造
船
所
　
　

椿
の
実
持
つ
手
で
道
を
教
へ
ら
る
　
　

権
禰
宣
の
太
鼓
の
響
き
爽
や
か
に
　

通
草
の
実
籠
に
飾
っ
て
道
の
駅
　
　

か
な
か
な
や
温
泉
に
く
ち
ず
さ
む
童
歌
　
　

夜
寒
の
灯
こ
ぼ
す
一
間
の
庭
明
か
り
　

ち
ち
ろ
虫
夫
な
き
部
屋
に
目
覚
め
た
る
　

コ
オ
ロ
ギ
が
泣
い
て
初
冬
の
支
度
か
な
　
　

月
淡
く
孤
愁
に
切
れ
る
野
辺
の
花

あ
ゝ
恵
恵
の
露
は
草
木
に
も
　
　
　

島
拾
い
オ
リ
ー
ブ
ロ
ー
ド
天
高
し

的
場
　
松
葉
さ
ん
（
牛
窓
町
長
浜
）

原
野
信
一
郎
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

片
岡
　
光
枝
さ
ん
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

刈
屋
　
長
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

後
藤
　
靖
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
口
　
慶
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

原
野
　
孝
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

平
野
　
五
香
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

福
本
　
曙
生
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

藤
井
　
留
女
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

片
島
　
秋
月
さ
ん
（
長
船
町
福
岡
）

谷
口
　
正
子
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

堤
　
　
明
子
さ
ん
（
長
船
町
磯
上
）

吉
川
　
孝
夫
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

秋
た
け
な
わ
遅
れ
て
咲
い
た
曼
珠
沙
華

強
風
に
金
木
犀
の
散
り
果
て
て
　

地
に
オ
レ
ン
ジ
の
絨
毯
と
な
る

朝
霧
　
好
子
さ
ん
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

せ
　
と

あ
け
び

ゆ

せ
ん

浦
上
　
栄
子
さ
ん
（
長
船
町
磯
上
）

浦
上
　
栄
子
さ
ん
（
長
船
町
磯
上
）

浦
上
　
栄
子
さ
ん
（
長
船
町
磯
上
）


